
都民との協働による森林づくり

森の事業課
〇森の整備係

・多摩産材情報センター

・とうきょう林業サポート隊

〇分収林担当

〇都行造林係

〇林業労働力

確保支援センター
◎緑化推進室
（◎花粉対策室 ◎花粉の少ない森づくり運動担当）
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東京の森林・林業の特徴

 森林面積は、多摩と島しょ地域に約８万ha

（都の総面積の約４割）

 木材等の生産、水源涵養、災害の防止、憩いの場など

多面的機能を発揮

 多摩の森林の６割は、スギ・ヒノキの人工林で、木材と

して利用可能な５０年生以上の森林が６割を占める

（公財）東京都農林水産振興財団 3



出典:東京の森林・林業

森林資源構成
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出典:東京の森林・林業

造林面積の推移
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東京の森林・林業の状況

シカに食害された植栽木
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財団が管理している森林
東京の森林 ７８，５６５㌶

国有林 ７，７０９㌶

民有林 ７０，８５７㌶
公有林 ２４，１０３㌶

私有林 ４６，７５２㌶

多摩の森林 ５２，８６７㌶

国有林 １，１８２ ㌶

民有林 ５１，６８５㌶
公有林 １５，６７１㌶

私有林 ３６，０１３㌶

人工林 ３０，７０３㌶

天然林+その他 ２０，９８２㌶

財団はこのうち、
約２,０００㌶
（約7％）

を管理しています

約６０％
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森

の

事

業

課

森の整備係
分収造林事業
二者分収育林事業
三者分収育林事業

都民参加の
森づくり事業

林業労働力確保
支援センター

林業就業
支援事業

「緑の雇用」新規
就業者育成推進事業

都行造林係 森林を守る
都民基金事業

都行造林事業

緑化推進室 緑化推進事業森林整備事業
奥多摩共生の森、共生・協働の森

花粉対策室 森林循環促進事業（主伐事業）

花粉の少ない森づくり運動 花粉の少ない森づくり募金・企業の森・森づくり支援倶楽部

多摩産材情報
センター運営事業

普及啓発事業

とうきょう林業
サポート隊運営事業
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林業技術者の
育成研修事業

林業労働環境
整備事業

多摩産材生産
拡大支援事業

林業労働力就労
安定事業（基金）

多様な林業経営
モデル創出事業

林業事業体のﾚﾍﾞﾙ
ｱｯﾌﾟﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業

林業就業促進
資金貸付事業

地域林業
雇用改善事業
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森の事業課の事業一覧
① 都民と協働による森林整備の推進

・ 分収林・都行造林事業

・ 市町村・企業の支援による新たな森づくり

② 森を活かす森林総合利用

・ 体験学習の開催

・ 森林・林業や木製品・特産品等の情報発信

③ 新たな林業労働者の育成と雇用支援

・ 林業労働力確保支援センターの取り組み

④ 緑の募金

⑤ 多摩産材情報センター

⑥ 花粉の少ない森づくり 11



負担内訳
・地代
・森林管理費
・契約事務費
２０~４０/１００

負担内訳
・契約前後の育林費
・森林管理費
・森林保険料
６０~８０/１００

分
収
契
約

事業実施

収益の分収

・造林：植栽、下刈
、間伐、枝打等
・育林：間伐、枝打

２０~４０/１００ ６０~８０/１００

分収契約負担内訳
・地代
・見回り管理費
４０/１００ 負担内訳

・森林保険料
・見回り管理費
・契約事務費等
１０/１００

負担内訳
・契約前後の育林費
・見回り管理費
・契約事務費等
５０/１００

事業実施

収益の分収

４０/１００
５０/１００

１０/１００

・間伐、枝打
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とうきょう
林業サポート隊

886名

都民等

登録・参加応募

○主伐事業地など
●大刈、植栽、道づくり、下刈
●間伐、除伐、枝打

技術
トレーニング

林業事業体等
への就業
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森の事業課の事業一覧
① 都民と協働による森林整備の推進

・ 分収林・都行造林事業

・ 市町村・企業の支援による新たな森づくり

② 森を活かす森林総合利用

・ 体験学習の開催

・ 森林・林業や木製品・特産品等の情報発信

③ 新たな林業労働者の育成と雇用支援

・ 林業労働力確保支援センターの取り組み

④ 緑の募金

⑤ 多摩産材情報センター

⑥ 花粉の少ない森づくり 15
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森の事業課の事業一覧
① 都民と協働による森林整備の推進

・ 分収林・都行造林事業

・ 市町村・企業の支援による新たな森づくり

② 森を活かす森林総合利用

・ 体験学習の開催

・ 森林・林業や木製品・特産品等の情報発信

③ 新たな林業労働者の育成と雇用支援

・ 林業労働力確保支援センターの取り組み

④ 緑の募金

⑤ 多摩産材情報センター

⑥ 花粉の少ない森づくり 18
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就業希望者
○ 林業就業支援事業

・就業支援講習の実施（年１回、１３日間）

就業後
○ 林業技術者の育成研修事業

新規就労者育成研修（１～３年目）

中堅技術者育成研修（４～５年目）

高度技術者育成研修

林業就業者対策研修

○ 「緑の雇用」事業
フォレストワーカー研修（１～３年目）
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森の事業課の事業一覧
① 都民と協働による森林整備の推進

・ 分収林・都行造林事業

・ 市町村・企業の支援による新たな森づくり

② 森を活かす森林総合利用

・ 体験学習の開催

・ 森林・林業や木製品・特産品等の情報発信

③ 新たな林業労働者の育成と雇用支援

・ 林業労働力確保支援センターの取り組み

④ 緑の募金

⑤ 多摩産材情報センター

⑥ 花粉の少ない森づくり 22



募金を活用した事業

○ 普及啓発事業

○ 緑化推進事業

○ 森林整備事業

・街頭募金キャンペーン ・イベントへの参加

・緑化運動ポスター原画及び標語の募集等

・区市町村、ボランティア団体等への助成

・公共施設（学校、社会福祉施設）等の緑化

・奥多摩・共生の森、共生・協働の森の整備
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緑の募金街頭キャンペーン
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ボーイスカウトによる街頭募金活動
（北区・田端駅前）

ガールスカウトによる街頭募金活動
（国立市・国立駅前）



平成３１年用緑の募金ポスター

募金を活用した事業
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募金を活用した事業
ボランティア団体等による森林整備事業
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広葉樹の伐採
（あきる野市）

強風による倒木の伐採・片付け体験
（八王子市）



募金を活用した事業
公共施設等の緑化
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公園・花壇整備
（日野市）

学校敷地内の緑化
（多摩市）



森の事業課の事業一覧
① 都民と協働による森林整備の推進

・ 分収林・都行造林事業

・ 市町村・企業の支援による新たな森づくり

② 森を活かす森林総合利用

・ 体験学習の開催

・ 森林・林業や木製品・特産品等の情報発信

③ 新たな林業労働者の育成と雇用支援

・ 林業労働力確保支援センターの取り組み

④ 緑の募金

⑤ 多摩産材情報センター

⑥ 花粉の少ない森づくり 28



多摩産材
情報
センター

公共施設等工事
の受注者
○設計事務所
○建設業者
○区市町村

など

●什器メーカー
●資材メーカー

利用者

多摩産材の製品
を供給する者
○製材業者
○森林組合
○合板組合
など

●什器メーカー
●資材メーカー

供給者
相談

●利用者ニーズ
の提供
●働きかけ
・利用者ニーズ
とのコーディネ
ート、マッチング
・供給者の拡充

29

業者情報・
製品情報
の提供



多摩産材利用拡大フェア

１１月１９～２０日
新宿NSビル

302018年27社出展



にぎわい施設で目立つ
多摩産材推進事業

都内の商業施設などにおける
内装木質化等への支援

●多くの都民が訪れる施設での壁や床の木質化等
に係る経費を支援
（駅ビルのコンコース、インフォメーション、施設内の通路
など、特定の店舗ではなく、供用箇所における木材利用
を推進、交通機関も対象）
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木の街並み創出事業（新規）

民間建築物の外構・外壁に国産材（内3割
多摩産材）を使用した場合に設置費を補助

軽く遮蔽性に優れた木材の特性を生かし、ブロック塀を
板塀に改築するなど、建築物の外壁や外構に広く木材利用
を進め、市街地の防災機能向上を図る。
○対象物 建築物の外壁や外構（板塀、門扉、パーゴラ、

ベンチ、デッキ等で一般者の目に触れる箇所）
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